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図４．２に示されている合弁:１１J業によるソーシャル・ビジネスの'１]で，農民の)771
川・収益のmiでもっとも成采をあげている事業がＧＥとされている（ＧＥ東京事
業部でのインタビュー調奔：2016年１月23[|：佐竹右行氏［Co-CEO])．（Ｄａｌｌｋａ
本社でのインタビュー調在：2016年３)j23日：NShaydut氏［Admistrative
OIIicerlARahman氏［SeniorAccoul]tsOfHcer])□2010ｲ|ﾐに雪|玉'まいたけ
社とグラミンクラキシ財|了１１との合弁によってグラミン・雪国まいたけ社が設立
されたが，2014年８)]未に「ユーグレナ社」に売却された。事業は「Grameen
Euglena社」に継承され，リ|き続き同様のソーシャル・ビジネスモデルで行わ
れている。同社の持ち株比率は．GrameenKrishiFoundationが5051％・
euglel〕ａ社が49.49％・代表者はＭ・Yunusu氏，共同ilit高経営寅任者はＭ・
Yunusu氏…佐竹右行氏となっている（euglena社ニュースリリースより，
http://www､euglena・jp/news/2014/0827｣ltml)。
|]本のユーグレナ社担当事業部が1=１本に!|iiii入した後は，一定期１１１１後に「もやし」
として国内もやし業者に販売されることになる。
同国では，主要食料品の!|ilii出は原則禁｣'二であるため，この比率は，毎年，
MinistryofCommerceとの承認事項となっている（現地でのインタビュー：脚
注８参照)。
現地でのインタビューによれば，契約農比が緑巫栽塘から得る収入は，約601］
の栽培・収極1ﾘＩ間で260ドル，年|川収入全体の約４分の一ほどという説lﾘjであっ
た。また，従来は農民が収機した緑豆を〃il地の仲買業者のところまで運送する
必要があった。他力，ＧＥ社の場合は，契約農民所へ行って緑豆を直接回収す
るため，農民はその分輸送コストをかけずに済むシステムとなっている。
粒径が3.5ｍｍ以上が[１本への輸出用．3.5ｍｍ未iil'iがjiM地販売用とされている
(JICA・株式会社雪国まいたけ（2014.6ｌｆＩ）
現地採用のＦＳ（FieldSupervisol＝緑豆栽培契約の農民に対する技術指導貝）
の多くは，緑豆栽培地域に在住するliM地の農業専門学校（Agricultural
lnstitute）を卒業した比較的若い人材によって占められている（JICA・株式会
社雪国まいたけ［2014.80頁])．現地インタビュー調査（脚注８参照)。
4Ａに関しては．Anders()､，JandBilou，Ⅲ（2007）が参考になった。
Availability，Affordabilityは3ＡでルIいられている概念と|可様であるが
８）
９）
１０）
１１）
１２）
13）
14）
AcceptabilityはＢＯＰ層および彼らに販売している伝統的小売店での受容性
Awarenessは同じくこれらの購入肴への新規製,{/,．サービスの認知の問題であ
る。
ＧＥ社の事業計画が予定通|〕進捗してＦＳが40名体制になる2018年時点において
も，現地市場で販売するＧＥ社経由の緑豆額は現地緑豆市場の約５％未満と想
定されている（JICA・株式会社雪l工'まいたけ：2014.79-80頁)。
ｉｉｉ語ｗが出現した行の数を,,(ｗ）とＬｌｉｉ語ｗｊと単語ｗ/が同時１１１現した行の
15）
１６）
－７９－
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数を、（ｗ/，ｗﾌﾞ）とすると信頼度は以下の式で求められる。信lliH度Ｐリー、(ｗｉ．
W/)/､(ｗ/,）（数J''1システム，201Ｌｐ２９)。
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